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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　８月　　3１日　（金）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　田村　広恵　　　　記録者　　清川　真澄　　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

・河村　勝男様　　29日より、37℃～38℃台の発熱続いており、本日夕より抗菌剤が７日

分継続処方となっています。感冒症状はありませんが、引き続き一般

状態の観察をしていきましょう。

・古川　徳一様　　37℃～38℃台の発熱が断続的にあり、本日昼より抗菌剤が４日分（粉砕）処方となっています。鼻汁、湿性咳嗽が見られています。経管栄養中の為、自己抜去などによる誤嚥の可能性もあるので注意してみていきましょう。

· 嚥下状態が悪くパン禁となる患者様（9/1～）

　　　坪　邦俊様　　小山　正好様　　塚田　昌様　　坂本　良雄様

＜ＳＳＴ評価・検討＞

先週は、疥癬蔓延の為、中止となっています。

＜コメディカルスタッフより＞

斉藤　数子様　　６月にＭＭＳ・ＨＤＳ－Ｒを実施しています。

　　ＭＭＳ（10点）

日付けについての問題は全て不正解となっています。場所については、「市名」のみ八戸と話せ正解となっています。物品名の即時再生は全て正解していますが、遅延再生は全て不正解となっています。計算問題は1/5個正解しています。文章の指示に従う問題では、文章を読み上げ終了している為不正解としています。文章記述、図形描写は不正解となっています。

　ＨＤＳ－Ｒ（７点）

年齢は誤差範囲外である為不正解としています。現在の場所についてはヒントを与え、正解しています。単語の即時再生は2/3個正解しており、遅延再生は全て不正解となっています。数字の逆唱も全て不正解となっています。物品の即時再生は3/5個正解しています。

全体像

　両検査により、高度の認知症状態であると考えられます。日付けの見当識はなく、場所の見当識も曖昧です。記憶については、聴覚より視覚からの刺激の方が保持しやすいと考えられます。プログラムは、訓練的なプログラムよりも、外の景色を見て季節感を感じていただくなど、視覚的な刺激を用いた感覚的なアプローチが望ましいと思われます。

検査態度から、検査者との疎通が取れ、会話する事ができています。時折、声掛けに対しての反応の鈍さがみられますが、再度説明する事で答える事ができています。普段の様子では、説明を正しく捉えることができず、正しく行動に移す事ができない場合も考えられますが、その都度説明して関わる事で、ある程度適切な行動を取る事が期待できます。

検査態度

　検査をお願いすると、「いいよ。」と答え応じられています。検査中は、真剣に取り組んでいますが、時折反応の鈍さが伺えています。物品を見る際や、鉛筆を使って何かを書く問題では、身を乗り出して取り組んでいます。検査後、感想を尋ねると「アハハ」と笑っています。「難しかったですか？」と問うと「アハハ」と笑い応える事はありません。「有難うございます。」とお礼を述べると「いいえ。」と表情良く答えられています。

　

＊検査は、東病棟の時に実施したものですが、6/29南病棟に転棟後も特に変りなく過ごされています。現在、疥癬で治療中です。ある程度会話する事ができるので、外の景色を見て季節感を味わっていただいたり、視覚的な刺激を用いた声掛けを多くしていきましょう。







